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●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ 事業成長支援部 企業支援グループ　TEL：075-315-9425  E-mail：sangaku@ki21.jp

大学教員が低コストで簡単に学生用VR教材を
作れるVRコンテンツ作成ツールの開発に着手

　当社は、AR（拡張現実）・MR（複合現実）・VR
（仮想現実）などのXR（AR/MR/VR等の総称）
分野において20年以上の経験を有する米国企
業のAR/VR専門家育成プログラムを日本向け
にアップデートしたオリジナルプログラムによ
るアカデミー事業と、XRの技術力・開発力を活
かしたソリューション事業を展開しています。
　「共創型ものづくり等支援事業」申請のきっ

かけとなったのは、大学医学部教員からの「学生向けＶＲ教材を
低コストで簡単に作りたい」というご相談です。それまではＶＲ
開発企業に依頼されており、作るごとに費用が発生。また、高機
能なＶＲコンテンツ作成ツールはクラウド等の費用を要するも
のが多く、管理が複雑に感じる方もおられたようです。
　そこでIT教育事業のノウハウを有するブルーフォグ・ソリュー
ション株式会社を代表企業とし、「カスタムＶＲコンテンツ作成用
ローコードプラットフォームと教材の開発」のテーマで申請。採
択いただき、2022(令和4)年秋より、低コストで容易に高度な
ＶＲ教材を作成できるツールの開発とＶＲ動画の撮影・編集方
法、ツールの使用方法をまとめたテキスト教材2種の制作をス
タートしました。
　最も重視したのは、ＶＲコンテンツ作成の工程をいかにシン
プルにするかということです。教員の方が必要とする機能に特
化し、動画のインポートや選択式質問の数、質問を入れるタイ

ミングなど、本来ならエンジニアが行うＶＲコンテンツ制作の
様々な工程をほぼノーコードで行えるツールを完成させること
ができました。なお、ローカルか
つＶＲ開発の一般的なエンジン
のもとで使用する形式としてい
るため、ツール購入後は費用が
かかりません。

教育におけるVR教材活用をスタンダードに
　京都産業21のタイムリーな情報提供により、このテーマに
携わる機会を得ることができました。現在、大学医学部によるト
ライアルを勧めているところです。このツールが、大学などに
おけるＶＲ教材活用の起点となればうれしいです。各教育機関
の分野・ニーズに特化したツールを提供していくことで、教育に
貢献していきたいと考えています。
Comp a n y  D a t a

【構成企業】株式会社クロスリアリティ
●代表取締役社長／齋藤 公男
●所　在　地／京都市下京区四条通烏丸東入ル長刀鉾町8 京都三井ビルディング5階
●電　　　話／075-862-1806 ●創　　　業／2019(令和元)年4月1日
●事 業 内 容／VRIA京都の運営、XRソリューション(AR/MR/VR等のアプリケー
　　　　　　　ション等)の企画・開発・販売

【代表企業】ブルーフォグ・ソリューション株式会社
●代表取締役／𠮷田 美穂
●所　在　地／京都市中京区錦小路通烏丸西入る占出山町312番地KAY’Sビル6F
●電　　　話／075-741-6695 ●創　　　業／2012(平成24)年6月7日
●事 業 内 容／ホームページ制作等のソリューション事業、IT教育事業

共創型ものづくり等支援事業 活用企業紹介 取  材

令和4年度「共創型ものづくり等支援事業」の「Ⅱ 連携事業実践コース」に採択されたテーマについて、構成企業である株式会
社クロスリアリティの代表取締役社長 齋藤 公男氏にお話を伺いました。

ブルーフォグ・ソリューション株式会社
https://bluefog-solution.com

一般ユーザーでも高度なVRコンテンツを
ノーコードで自作できるコンテンツ作成ツールを開発

株式会社
クロスリアリティ
代表取締役社長 
齋藤 公男氏

株式会社クロスリアリティ
https://www.crossreality.co.jp

VRコンテンツ作成ツールの設定画面

　２０２３（令和５）年１１月２２日、京都経済センターにおいて、当
財団の京都府プロフェッショナル人材戦略拠点主催による「中
小企業×大企業交流会」を開催しました。この交流会は、中小企
業の経営課題等の解決に向けて、大企業に在籍する人材を出
向や副業等で中小企業に活用していただくことを目的に開催
しており、３回目となる今回は中小企業から１２社、大企業から
13社にご参加いただきました。
　第１部では、「プロフェッショナル人材の取組と活用によるメ
リット」と題し、副業・兼業制度の活用方法、メリット、背景、そし
て受け入れ時の要点などを紹介するセミナーをオンライン視
聴も可能としたハイブリッドにより開催しました。
　セミナーは、株式会社髙岡（寝具製造卸売）がAOI TYO 
Holdings（アオイティーワイオーホールディングス）株式会社
（東京の広告制作プロダクション）から副業人材を受け入れた
実例を基に進め、アオイの担当者は、副業を推奨する理由とし

て、業界外の世界を知ることで新たな知見やスキル、価値観を
身につける機会の提供や社員自らが自主的にキャリアを創造
できることを挙げました。また、髙岡社長からは「副業を依頼す
る際には、企業として目指すゴールを明確に描くこと」が肝要
で、ＳＮＳでのブランド認知の拡大や従業員の意識向上に繋がっ
たことなどを評価されました。
　第２部では中小企業と大企業のマッチング交流会を開催し、
中小企業からは人材活用の就業形態や具体的に求めるニーズ
を大企業に説明。大企業から該当者の有無や今後の対応の可
能性など具体的な意見交換が行われ、交流を深めることがで
きました。
　終了後のアンケート結果では、中小企業からは「人材活用に
おける選択肢がいろいろあることが分かった」、「大企業から人
材活用に対するアドバイスをいただき、可能性を感じた」等の
声が聞かれました。一方、大企業からは「受け入れていただける
企業候補と出会えた」、「中小企業の人材ニーズを具体的に聞
くことができ、人材の活躍場所の可能性を知ることができた」
等の声が聞かれました。
　当拠点では、今回の交流会で得たネットワークをさらに深め、
今後とも中小企業の人材確保を支援するため、中小企業と大
企業との人材マッチングに努めてまいります。

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 京都中小企業事業継続・創生支援センター　TEL：075-315-8897  E-mail：keizoku@ki21.jp

京都府プロフェッショナル人材戦略拠点
中小企業×大企業交流会開催報告
京都府プロフェッショナル人材戦略拠点
中小企業×大企業交流会開催報告

京都産業２１のプロフェッショナル人材活用の情報はコチラ
https://www.jigyo-keizoku.jp/prof/

株式会社髙岡の情報はコチラ
https://www.takaoka-kyoto.jp/


